
国
語
教
材
史
か
ら
み
た
島
崎
藤
村
作
品
の
研
究

近
代
国
語
教
材
史
か
ら
島
崎
藤
村
作
品
を
み
た
ば
あ
い
'
明
治
三
十
五
年

の
「
中
学
帝
国
読
本
巻
九
」
(
武
島
又
次
郎
編
全
十
冊
明
治
i
n
.
o
q
.

O
o
r
H

18
金
港
堂
発
行
)
に
「
二
つ
の
声
-
朝
<
た
れ
か
閏
く
ら
ん
-
・
・
・
∨
(
蘇

村
詩
集
)
」
が
採
録
さ
れ
て
以
後
へ
現
在
ま
で
'
約
八
十
年
に
わ
た
っ
て
'
そ
の

作
品
は
'
質
量
と
も
に
大
き
な
位
置
を
占
め
て
き
て
い
る
。

現
在
の
国
語
科
教
育
の
立
切
か
ら
み
て
も
'
島
崎
藤
村
の
作
品
は
'
詩
・
小

説
の
鑑
賞
指
導
'
ス
ケ
ッ
チ
・
紀
行
へ
感
想
・
評
論
文
の
読
解
指
導
へ
ま
た
'

読
苔
生
活
指
導
の
面
に
お
い
て
'
多
-
の
課
題
を
に
な
っ
て
い
る
。

今
回
は
'
島
崎
藤
村
の
作
品
が
'
旧
制
中
等
学
校
(
中
学
校
・
女
学
校
)
以

降
'
現
行
の
高
等
学
校
の
教
材
と
し
て
'
ど
の
よ
う
に
採
り
あ
げ
ら
れ
て
き
た

か
を
調
査
報
告
し
た
い
。

(
調
査
は
'
国
立
教
育
研
究
所
付
属
教
育
図
書
館
蔵
の
中
学
校
・
女
学
校
へ

高
等
学
校
教
科
書
を
主
と
L
t
旧
制
中
学
校
・
女
学
校
読
本
に
つ
い
て
は
へ
東

書
文
癖
'
学
習
院
大
学
図
書
館
'
国
立
国
会
図
書
館
で
補
充
し
た
o
)

二

橋
　
本
　
　
暢
　
　
夫

採
録
作
品
を
時
期
別
に
整
理
す
る
と
'
次
の
よ
う
に
な
っ
て
い
る
。

1
　
明
治
期
　
(
明
治
3
 
5
年
～
4
5
年
ま
で
)

A
　
詩
教
材

シ　サ　コ　ケク　キ　カ　オ　エ　ウ　イ　ア

問
答
の
歌

春
　
の
　
曲

暁

の

誕

生

鳥

な

き

望

晩
春
の
別
離

舟
　
　
　
路

常
　
盤
　
樹

郁
子
の
実

春
　
の
　
歌

労
働
難
詠

二
つ
の
泉

∧
梅
は
酸
-
し
て
梅
の
樹
の
∨

∧
う
て
や
教
の
春
の
音
∨

∧
東
の
空
の
ほ
の
ぼ
の
と
>

∧
鳥
な
き
里
の
幅
桐
や
>

∧
時
は
暮
れ
ゆ
-
春
よ
り
ぞ
∨

<
海
に
し
て
哲
-
臆
の
声
>

∧
あ
ら
雄
々
し
き
か
な
>

∧
名
も
知
ら
ぬ
遠
き
島
よ
り
∨

∧
春
は
釆
ぬ
∨

[
出
典
]
　
[
頻
度
数
]

落
梅
集
　
　
　
2
2

若
菜
集
　
　
　
1
6

p

i

　

朴

=

i

　

　

　

7

落
梅
集
　
　
　
6

r
-
{
　
^
　
　
　
*
,

落
梅
集
　
　
　
4

落
梅
集
　
　
　
4

落
梅
集
　
　
　
3

芸
北
=
」
　
　
　
"
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∧
朝
は
ふ
た
た
び
こ
こ
に
あ
り
>
落
梅
集
　
　
　
2

<
自
然
の
母
の
乳
の
し
づ
く
∨
　
夏
　
草
　
　
　
2

春
や
い
づ
こ
に
∧
霞
の
か
げ
に
萌
え
い
で
し
>
　
7
葉
丹
　
　
　
2

B
　
ス
ケ
ッ
チ
・
紀
行
文
教
材

ア

利
根
川
だ
よ
り
六
∧
こ
と
し
の
春
は
雨
多
-
∨
　
落
梅
集



2
　
大
正
期

A
　
詩
教
材

ア
　
晩
春
の
別
離

イ
　
暁
の
粟
生

ウ
　
郁
子
の
実

工
　
舟
　
　
　
路

タ　ソ　セ　ス　シ　サ　コ　ケク　キ　カ　オ

春
　
の
　
曲

問
答
の
歌

∧
時
は
暮
れ
ゆ
-
春
よ
り
ぞ
>

∧
東
の
空
の
ほ
の
ぼ
の
と
>

∧
名
も
知
ら
ぬ
∨

∧
梅
に
し
て
轡
-
艦
の
声
∨

∧
う
て
や
穀
の
春
の
音
∨

[
出
典
]

夏
　
草

夏
　
草

落
梅
集

落
梅
集

若
菜
集

[
頻
度
徽
]
43

<
梅
は
酸
-
し
て
梅
の
樹
の
∨
　
落
梅
集

千
曲
川
旅
情
の
歌
∧
小
諸
な
る
古
城
の
ほ
と
り
∨
落
梅
集

春
　
の
　
歌
　
∧
春
は
来
ぬ
>
　
　
　
　
　
　
　
若
菜
集

労
働
雑
詠
　
∧
朝
は
ふ
た
た
び
∨
　
　
　
　
　
落
梅
集

響
り
ん
り
ん
　
∧
響
り
ん
り
ん
>
　
　
　
　
　
　
落
梅
集

懐
　
　
　
古
　
∧
天
の
河
原
に
八
百
万
∨
　
　
　
若
菜
集

鳥
な
き
里
　
∧
鳥
な
き
里
の
娼
編
や
∨
　
　
　
落
梅
集

二
つ
の
泉
　
∧
自
然
の
母
の
乳
の
し
づ
-
>
　
夏
　
草

春
や
い
づ
こ
に
∧
霞
の
か
げ
に
萌
え
い
で
L
V
 
r
葉
集

お
　
え
　
ふ
　
∧
処
女
ぞ
経
ぬ
る
お
は
か
た
の
∨
若
菜
集

常
　
盤
　
樹
　
∧
あ
ら
雄
々
し
き
か
な
∨
　
　
　
落
梅
集

4　4　5　6　6　7　7　9　9　9 12　20　2323　29

カ　オ　エ　ウ　イ　ア

:.Sへ
利
根
川
だ
よ
り
六

感
想
・
評
論
文
教
材

飯
倉
だ
よ
り

市
井
に
あ
り
て

春
を
待
ち
つ
つ

菖
蒲
の
節
句

新
体
詩
人
を
評
す

送
別
の
詞

(
r
軸
へ
L
 
r
故
凹
に
　
F
C
W
J
な
ど
)
　
l

<
こ
と
し
の
春
は
雨
多
-
>
　
　
　
　
4

(
『
初
学
者
の
た
め
に
』
な
ど
)
　
　
　
2
8

(
F
桃
』
∧
三
月
の
桃
の
節
句
は
∨
な
ど
)
3

(
『
前
性
紀
を
探
求
す
る
心
.
)
な
ど
)
　
5

<
国
民
の
記
念
日
で
も
な
-
>
　
　
　
11

<
友
の
出
立
は
∨

D
　
童
話
教
材

ア
　
を
さ
な
も
の
が
た
り

イ
　
幼
き
も
の
に

(
r
s
i
s
s
j
な
ど
)

(
r
日
本
の
一
i
'
l
s
a
j
な
ど
)
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B
　
ス
ケ
ッ
チ
・
紀
行
文
教
材

ア
　
千
曲
川
の
ス
ケ
ッ
チ

イ
　
フ
ラ
ン
ス
だ
よ
り
上

ウ
　
フ
ラ
ン
ス
だ
よ
り
下

(
F
落
葉
』
な
ど
)

(
『
巴
里
の
五
月
』
な
ど
)

(
r
春
を
待
ち
つ
つ
3
な
ど
)

52

0

c-i
7

E
　
小
説
教
材

ア
　
嵐

イ
　
微
風

3
　
昭
和
(
戦
前
)
　
期

聯
　
訂
E
f
i
a

ア
　
千
曲
川
旅
情
の
歌

(
r
l
二
人
.
I
<
お
前
が
私
達
と
>
)

(
r
幼
き
日
j
)

[
数
字
の
上
段
は
'
聯
和
十
年
ま
で
の
'
下
段
は
'

昭
和
十
一
～
二
十
年
ま
で
の
頻
度
数
を
ボ
す
。
]

∧
小
諸
な
る
古
城
の
ほ
と
り
>
落
梅
集

イ
　
晩
春
の
別
離
　
∧
時
は
暮
れ
ゆ
-
春
よ
り
ぞ
∨
　
　
夏
　
草

ウ
　
榔
子
の
実
　
∧
名
も
知
ら
ぬ
退
き
島
よ
り
∨

落
梅
集

16　29　37

23　37　49



B

キ　カ　オ　エ　ウ　イ　ア　　　ス　シ　サ　コ　ケ　ク　キ　カ　オ　エ

常
盤
樹

舟
　
路

お
え
ふ

饗
り
ん
り
ん

春
の
地

春
の
歌

労
働
雑
詠

∧
あ
ら
雄
々
し
き
か
な
∨

∧
梅
に
し
て
蟹
-
艦
の
声
∨

∧
処
女
ぞ
経
ぬ
る
>

∧
替
り
ん
り
ん
∨

∧
う
て
や
鼓
の
春
の
曲
∨

<
春
は
釆
ぬ
∨

<
朝
は
ふ
た
た
び
∨

秋
風
の
歌
　
∧
し
づ
か
に
き
た
る
秋
風
の
∨

潮
　
音
　
　
　
<
わ
き
て
流
る
る
∨

懐
　
古
　
　
<
天
の
河
原
に
八
百
万
∨

落
梅
集

落
梅
集

若
菜
集

落
梅
集

若
菜
集

若
菜
集

落
梅
集

若
菜
集

若
菜
集

若
菜
集

C
Q

776555431

1

î1
016753371

ス
ケ
ッ
チ
・
紀
行
文
教
材

千
曲
川
の
ス
ケ
ッ
チ

(
r
落
莫
L
 
r
収
穫
)
な
ど
)

フ
ラ
ソ
ス
だ
よ
り

フ
ラ
ン
ス
だ
よ
り

海
へ
エ
ト
ラ
ン
ゼ
エ

山
陰
土
産

利
根
川
だ
よ
り
六

上
　
(
r
再
び
巴
里
の
旅
窓
に
て
L
等
)

下
(
「
春
を
待
ち
つ
つ
」
)

(
r
故
国
に
帰
り
て
J
 
r
海
へ
し
)

<
マ
ル
セ
イ
ユ
の
∨

∧
大
乗
寺
は
∨
∧
大
社
に
着
い
た
∨

∧
こ
と
し
の
春
は
雨
多
く
∨

3　5　2　23　2 15　24

1　2　0　6　0　5　31

オ
　
菖
蒲
の
節
句

力
　
桃
の
雫

D
　
童
話
教
材

ア
　
を
さ
な
も
の
が
た
り

イ
　
幼
き
も
の
に

ウ
　
ふ
る
さ
と

E
　
小
説
教
材

ア
　
嵐

イ
　
夜
明
け
前

ウ
　
微
　
風

工
　
掠
柴
集

F
　
消
息
文
教
材

ア
　
秋
　
涼

∧
国
民
の
記
念
日
で
も
な
く
∨

(
r
人
工
の
闇
j
 
r
R
f
e
r
J
な
ど
)

a
-
,
　
　
c
o

l
　
　
　
1

0

　

2

3

(
芸
F
籍
.
)
F
太
陽
の
出
る
前
J
l
な
ど
)

(
r
日
本
の
言
糞
L
な
ど
)

(
F
ふ
る
さ
と
の
言
柴
」
な
ど
)

ハ
=
>
　
　
C
O

:

-

j

 

C

J

6

　

　

5

4

　

　

6

(
r
胤
L
 
F
子
に
送
る
手
紙
.
[
な
ど
)

1

f
l

(
∧
円
山
応
挙
が
∨
∧
水
戸
狼
士
の
>
等
)
2

(
∧
早
-
夕
飯
の
す
ん
だ
∨
)

(
F
朝
飯
L
 
F
家
畜
J
)

ウ　　　　　0　1 10　9
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C
　
感
想
・
評
論
文
教
材

エ　ウ　イ　ア

飯
倉
だ
よ
り

市
井
に
あ
り
て

春
を
待
ち
つ
つ

浅
草
だ
よ
り

(
r
初
学
者
の
た
め
に
.
!
な
ど
)

(
r
桃
L
 
r
言
柴
の
術
L
な
ど
)

(
r
前
世
紀
を
探
求
す
る
心
」
な
ど
)

(
r
涙
と
汗
L
 
r
写
生
1
な
ど
)

6　22　35　48

1 47　85　51

4
　
昭
和
2
1
年
～
2
5
年
(
文
部
省
新
作
教
科
か
一

A
　
詩
教
材

ア
　
舟
　
路
　
　
　
　
∧
梅
に
し
て
坪
-
組
の
声
∨
(
職
2
1
年
本
　
◎
年
)

イ
　
千
曲
川
旅
情
の
歌
H
　
∧
小
諸
な
る
∨
　
　
　
　
(
昭
2
1
年
本
　
㊥
年
)

B
　
ス
ケ
ッ
チ
・
紀
行
文
教
材

ア
　
千
曲
川
の
ス
ケ
ッ
チ
∧
落
ち
柴
∨
(
旧
2
2
年
本
　
①
竺
　
a
年
本
も



C
,
感
想
・
評
論
文
教
材

ア
　
菖
潤
の
節
句
　
∧
国
民
の
記
念
日
で
も
な
-
>
(
昭
2
1
年
本
　
①
年
)

A　詩s-*-**-.

ア
　
和
音
∧
わ
き
て
抗
る
ゝ
∨

イ
　
千
曲
川
旅
情
の
歌
H

[
単
冗
名
]
　
[
出
版
社
・
学
咋
]

>
3
代
の
f
l
f
情
)
　
　
口
^
r
z
>

(
小
諸
な
る
古
城
の
ほ
と
り
)
実
数
㊥

D
　
童
話
教
材

ア
　
を
さ
な
も
の
が
た
り
∧
書
籍
∨

イ
　
ふ
る
さ
と
∧
お
も
ち
ゃ
は
野
に
も
畑
に
も
∨

(
昭
2
2
年
本
　
①
年
)

(
昭
2
2
年
本
　
①
年
)

[
ア
・
イ
と
も
　
昭
2
4
・
昭
2
5
年
本
に
も
]

〃
　
　
　
H
・

(
近
代
の
詩
)

(
詩
と
人
生
)

千
曲
川
旅
情
の
歌
鑑
賞

0
.
(
近
代
詩
)
　
　
大
修
①
　
中
教
研
㊥

教
図
研
㊥
'
(
近
代
詩
の
歩
み
)
大
古
㊥

好
学
①
、
(
と
び
ら
)
　
　
　
三
省
①

(
近
代
詩
　
　
-
~
-
z
!
7
i
-

5

　

昭

和

2

4

年

～

2

7

年

A
　
詩
教
材

[
単
元
名
]
　
[
出
版
社
・
学
年
]

ア
　
晩
春
の
別
離
　
　
　
　
　
　
　
　
(
単
空
1
)
　
　
　
二
葉
㊥

イ
　
千
曲
川
旅
情
の
歌
(
味
読
・
朗
読
)
一
単
元
六
)
　
　
秀
英
㊥
中
研
㊥

C
　
感
想
・
評
論
文
教
材

ア
　
「
藤
村
詩
集
」
序
一
春
は
来
ぬ
)

イ
　
熱
海
土
産
　
　
∧
潮
風
∨

り
　
春
を
待
ち
つ
つ
∧
芭
託
を
読
む
∨

(
新
し
い
道
)
大
詔
①
三
省
①

(
近
代
の
文
学
)
　
　
秀
英
①

(
近
仕
の
文
学
)
　
　
教
図
㊥

C
　
感
想
・
評
論
文
教
材

‥

　

　

エ

　

　

　

　

　

　

　

　

(

-

-

:

∴

イ
　
春
を
待
ち
つ
つ
∧
芭
燕
を
読
む
∨
　
(
古
典
)

秀
英
①

iî
L̂
j

E
　
小
説
教
材

ア
　
嵐

∧
子
供
ら
は
∨
　
　
(
出
発
)

成
城
①

∧
分
配
∨

(
生
活
の
設
計
)
　
新
泉
㊥

6
　
昭
和
2
7
年
～
3
0
年
(
昭
和
2
6
年
度
　
学
習
指
導
要
債
国
語
科
編
　
以
後
)

;
*

〃

E
　
小
説
教
材

ア
　
鼠

イ

　

・

J

,

ウ
　
夜
明
け
前

〃〃
:

蝣

,>
.

F
　
消
息
文
教
材

″
　
(
日
本
文
学
の
歴
史
と
系
統
)
光
村
㊥

∧
フ
ラ
ソ
ス
の
旅
に
∨
(
世
界
の
古
典
)
光
村
㊥
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∧
子
供
ら
は
∨
　
　
　
(
出
発
)
　
　
　
実
数
①

∧
大
森
林
に
続
い
た
-
∨
(
近
代
文
学
)
東
書
㊥

∧
木
自
路
は
-
∨
　
(
長
編
小
説
)

-
.
^
E
i
s
'
E
/
中
只
嘩
T
J

^

∧
木
曽
路
に
∨

∧
「
黒
船
」
・
・
・
∨

<
円
山
応
挙
が
-
∨

(小説)

(
小
蝣
K
)

(
長
編
小
説
)

(
物
語
と
歴
史
)

昇
龍
㊥

ivild

実
数
㊥

光
村
①



ア
　
「
翌
朝
私
た
ち
は
」
　
　
　
　
　
　
　
(
手
紙
)
　
　
　
光
村
㊥

7
　
昭
和
3
 
1
年
～
3
7
年
(
昭
和
3
 
1
年
　
学
習
指
導
要
領
　
1
部
改
定
　
以
後
)

∧
延
び
や
う
∨

イ
　
家
∧
橋
本
の
家
の
台
所
で
は
∨

ウ
　
夜
明
け
前
∧
木
曽
路
は
-
∨

A
　
詩
教
材

ア
　
明
星

イ
　
浦
島

り
　
」
S
S
m

工
　
潮
音

[
単
冗
名
]
　
　
[
出
版
社
・
学
年
]

∧
浮
べ
る
芸
と
身
を
な
し
て
∨
　
(
明
昆
)

∧
浦
島
の
子
と
ぞ
い
ふ
な
る
∨
　
(
近
代
詩
)

(
詩
一
(
と
き
わ
ざ
一
中
教
㊥

(
近
代
詩
)
　
(
近
代
の
け
惜
)
　
東
胡
①

(
美
し
き
あ
け
ぼ
の
)
　
(
請
)
　
大
音
①

オ
　
千
曲
川
旅
情
の
歌
H
　
(
近
代
文
学
の
成
立
)

㍗
:
t
t
o

捕--'」)

桁
水
⑨

口
小
:
&

-
l
t
?
b

託
"
」
.
%

(
長
編
小
説
)

∧
冒
6
た
只
船
で
す
ぞ
し
∨

∧
京
都
の
方
の
こ
と
も
>

(
百
年
)
　
-
清
水
◎

(
小
説
)
　
　
中
教
①

(
長
編
と
短
編
)
　
　
好
学
⑧

巾
研
㊥
　
(
小
説
)
　
　
中
教
㊥

(
近
代
小
説
)
　
　
中
央
①

(
近
代
の
小
説
)
　
　
角
川
⑨

8
　
昭
和
3
8
年
～
4
 
0
年
(
昭
和
3
5
年
　
学
習
指
導
要
領
改
定
　
以
後
)

A
　
詩
教
材

[
単
元
名
]
　
　
[
出
版
社
・
学
年
]

H
・
臼
　
(
近
代
の
詩
一
教
図
①
　
角
川
㊥
　
教
図
㊥

(
近
代
詩
一
大
吾
㊥

(
近
代
詩
の
流
れ
)

中
研
㊥
　
明
治
㊥
(
近
代
詩
抄
)
　
昇
竜
◎

大
修
①
　
(
詩
と
詩
心
一
中
央
①

(
自
然
に
親
し
む
)

千
曲
川
旅
情
の
歌
に
つ
い
て

千
曲
川
旅
情
の
歌
の
拭
災

好
学
①
　
(
近
代
詩
の
鑑
賞
)
　
績
文
①

(
詩
の
鑑
質
)
秀
英
①
.
.

(
詩
の
味
わ
い
方
一
三
省
①

オ　エ　ウ　イ　ア

明
星
浦
島
和
音
舟
路

<
浮
べ
る
雲
と
∨

∧
浦
島
の
子
と
ぞ
∨

∧
わ
き
て
流
る
ゝ
∨

∧
海
に
し
て
幣
-
∨

(
近
代
詩
)

(
近
代
詩
)

(
近
代
詩
)

(Ⅶ)

清
水
①

東
苔
①

末
吉
①

巾
火
'
2
>

千
曲
川
旅
情
の
歌

(
近
代
の
詩
一
教
図
①
　
大
原
①

C
　
感
想
・
評
論
文
教
材

ア
　
「
藤
村
詩
集
」
序

(
近
代
文
学
の
成
立
)
　
教
出
㊥

イ
　
飯
倉
だ
よ
り
∧
冊
京
の
美
∨

(
^
し
・
t
f
j
f
t
け
は
の
)
　
大
f
;
9

(
近
代
詩
抄
参
考
)
　
教
図
◎

∴
.
二
'
'
l
'
,
-
‥
小
.

E
　
小
説
教
材

享
　
桜
の
実
の
熟
す
る
時
∧
秋
の
日
の
光
は
∨
一
近
代
文
学
の
成
立
)
教
出
⑧

(
請
)
　
実
数
㊥
　
書
院
◎
　
(
詩
の
効
用
一
尚
学
①

「
千
曲
川
旅
情
の
う
た
」
に
つ
い
て
　
(
富
田
精
〓
(
近
代
の
詩
)
教
間
e

B
　
ス
ケ
ッ
チ
・
紀
行
文
教
材

ア
　
千
曲
川
の
ス
ケ
ッ
チ
[
小
春
の
丘
べ
]
　
(
文
章
の
詳
き
方
)
　
大
原
@

イ
　
山
陰
み
や
げ
　
　
　
　
　
(
日
記
と
紀
行
一
　
実
教
①
　
中
央
⑳

C
　
感
想
・
評
論
文
教
材

ア
　
飯
倉
だ
よ
り
∧
北
村
透
谷
の
生
.
q
V
　
　
　
(
伝
記
)
　
　
　
尚
学
㊥

∧
文
章
の
道
>
∧
初
学
者
の
た
め
に
>
(
表
現
と
別
解
)
教
図
①
吉
院
①



E
　
小
説
教
材

ア
　
嵐

イ
　
春

ウ
　
夜
明
け
前
∧
序
章
V

I

*

　

　

　

　

　

^

〃
　
　
∧
一
部
七
草
>

〃
　
　
∧
二
部
十
四
章
>

(
背
咋
)
　
　
　
　
　
　
大
日
本
㊥

真
実
を
求
め
て
)
　
　
　
清
水
①

(
近
代
の
小
説
一
古
院
⑧
　
秀
英
◎

(
小
説
二
　
　
　
　
　
　
好
学
㊥

(
近
代
の
小
説
)
　
　
　
　
角
川
㊥

(
生
き
る
さ
び
し
さ
)
　
　
三
省
㊥

イ
　
桁
へ
　
<
故
国
に
帰
り
て
∨

(
近
代
の
文
章
)

C
　
感
想
・
評
論
文
教
材

ア
　
「
藤
村
詩
集
」
序
　
　
　
　
　
　
薪
し
き
詩
歌
の
時
)
　
角
川
①

イ
　
抜
群
だ
よ
り
∧
見
る
こ
と
と
朝
日
く
こ
と
∨
(
対
象
認
識
と
伝
達
)
学
囲
㊥

た
-
-
-
'
.
-
-
H
i
-
1
・
-
り
い
蝣
蝣
"
I
-
-
∵
　
(
i
V
-
"
O
t
i
j
)

F
・
=
息
文
教
材

ア
　
鶏
二
へ

(
通
信
)
　
(
手
紙
の
い
ろ
い
ろ
)

(
手
紙
の
書
き
方
一

現
俸
①
　
三
省
①

大
原
①

エ
飯
倉
だ
よ
り
<
文
章
の
道
V

E
　
小
説
教
材

ア
　
桜
の
実
の
熟
す
る
時

(
表
現
と
理
解
)
　
　
教
図
①

(
生
の
発
見
)

三
省
㊥

=

、

‥

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

∴

蝣

蝣

?

'

-

"

!

"

'

-

い

ー

<
　
消
-
K
p
-
U
-

ア
　
初
恋
　
∧
ま
だ
あ
げ
初
め
し
>

イ
　
油
音
　
<
わ
き
て
流
る
ゝ
∨

[
里
冗
名
]
　
　
[
出
版
社
・
学
年
]

″
　
　
(
請
)
　
[
近
代
詩
の
成
立
と
展
開
-
阪
本
越
郎
]

ウ
　
小
諸
な
る
古
城
の
ほ
と
り

千
曲
川
旅
情
の
う
た
H
・
日

工
　
吾
胸
の
既
の
こ
こ
に
は
・
白
蝶
∴
　
枕

東
書
㊥

数
出
㊥

叩
‥
E
ョ

宍炎」蝣.,

明
治
⑨

1
 
0
　
昭
和
5
1
年
～
5
3
年
毎
和
4
5
年
版
　
実
施
後
の
修
正
版
)

A
　
詩
教
材
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
[
単
冗
名
]
　
[
出
版
社
・
学
年
]

ア
　
初
恋
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
(
請
)
　
　
　
東
番
⑧
　
尚
学
㊥

イ
　
潮
音
　
(
請
)
　
[
近
代
詩
の
成
立
と
展
開
-
阪
本
越
郎
]
　
　
明
治
㊥

ウ
　
小
諸
な
る
古
城
の
ほ
と
り
　
　
　
　
(
詩
)
　
　
　
　
　
　
実
数
㊥

-290-

千
曲
川
旅
情
の
う
た
H
・
肖

(請)

明
治
㊥

(
消
サ
　
r
a
を
ど
.
ヱ
2
;
_
i
か
-
大
間
信
〕
m
i
<
ョ

B
　
ス
ケ
ッ
チ
・
紀
行
文
教
材

ア
　
千
曲
川
の
ス
ケ
ッ
チ
∧
収
椎
>
　
　
(
対
象
認
識
と
伝
達
)
　
学
図
㊥

B
　
ス
ケ
ッ
チ
・
紀
行
文
教
材

ア
　
千
仙
川
の
ス
ケ
ッ
チ
　
∧
落
g
J
i
V
　
(
近
代
の
文
章
)
　
　
　
尚
学
㊥

イ
　
海
へ
　
∧
故
国
に
帰
れ
て
∨
　
　
　
(
近
代
の
文
章
一
　
　
統
摩
㊥

C
　
感
想
・
評
論
文
教
材

ア
　
「
藤
村
詩
集
」
序
(
近
代
の
文
章
)
　
(
時
代
と
表
型
光
村
①
角
川
①



イ
　
飯
倉
だ
よ
り
　
∧
文
章
の
道
∨

(
表
現
と
和
解
)
　
　
教
図
①

E
　
小
説
教
材

ア
　
桜
の
実
の
熟
す
る
時
　
∧
薄
暗
い
,
.
"
>
　
　
(
生
の
発
見
)
　
三
省
①

三

旧
制
中
等
学
校
時
代
に
比
し
て
'
昭
和
2
1
年
以
後
は
'
藤
村
作
品
の
教
材
と

し
て
の
採
録
が
き
わ
め
て
少
な
-
な
っ
て
い
る
。
こ
れ
は
'
戦
前
の
教
科
書
が

雑
茶
型
で
あ
る
I
例
え
ば
、
大
正
末
年
か
ら
昭
和
十
年
代
に
か
け
て
の
教
科

苫
(
全
十
*
)
　
の
う
ち
'
八
巻
に
わ
た
っ
て
藤
村
作
品
が
採
ら
れ
て
い
る
例
が

幾
程
も
み
ら
れ
る
I
の
に
対
し
て
、
戦
後
の
教
科
書
が
単
元
的
構
成
を
と
っ

て
い
る
た
め
で
あ
る
。

明
治
期
か
ら
現
在
ま
で
の
採
録
の
状
況
を
観
る
と
き
'
教
材
と
し
て
長
い
生

命
を
保
っ
て
い
る
作
品
と
し
て
'
「
千
曲
川
旅
情
の
歌
」
'
「
千
曲
川
の
ス
ケ
ッ

チ
」
　
(
『
落
葉
㌔
　
『
収
穫
』
な
ど
)
へ
ま
た
'
『
初
学
者
の
た
め
に
』
一
「
飯
倉

だ
よ
り
」
よ
り
一
'
『
隅
田
川
の
水
』
　
(
「
海
へ
」
の
第
五
章
'
<
故
国
に
帰
り

て
∨
)
な
ど
を
あ
げ
る
こ
と
が
で
き
る
。
な
か
で
も
'
「
千
曲
川
旅
情
の
歌
」

は
'
大
正
6
年
の
初
採
録
以
来
'
調
査
の
時
期
ご
と
に
'
欠
け
る
こ
と
な
く
採

録
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
明
ら
か
と
な
っ
た
.

四

詩
教
材
で
'
旧
制
中
等
学
校
時
代
の
頻
度
数
が
最
も
多
か
っ
た
「
晩
春
の
別

離
」
は
'
戦
後
昭
和
2
0
年
代
に
1
度
採
り
あ
げ
ら
れ
た
だ
け
で
、
以
後
'
採
録

さ
れ
て
い
な
い
こ
と
が
わ
か
る
。

明
治
期
の
詩
教
材
の
う
ち
「
暁
の
誕
生
」
、
「
問
答
の
歌
」
、
「
鳥
な
き
里
」
I

「
二
つ
の
泉
」
'
「
春
や
い
づ
こ
に
」
も
、
大
正
期
ま
で
採
ら
れ
た
の
ち
'
昭
和

期
に
は
'
1
度
も
採
録
さ
れ
て
い
な
い
。

対
し
て
'
「
潮
音
」
へ
「
秋
風
の
歌
」
な
ど
は
'
昭
和
に
は
い
っ
て
初
め
て
採

ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
詩
で
あ
り
'
「
千
曲
川
旅
情
の
歌
」
、
「
繁
り
ん
り
ん
」

な
ど
も
'
大
正
期
以
後
に
採
録
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
作
品
で
あ
・
る
。

戦
後
の
詩
教
材
で
は
'
「
千
曲
川
旅
情
の
歌
」
が
'
ず
ば
抜
け
て
多
く
∧

近
代
詩
>
'
∧
近
代
詩
の
歩
み
V
と
い
っ
た
単
刀
の
ほ
か
へ
∧
味
読
・
朗
読
∨

<
自
然
に
親
し
む
>
<
詩
と
人
生
V
等
の
単
九
に
採
ら
れ
て
い
る
。

ま
た
'
「
初
恋
」
が
'
戦
後
に
な
っ
て
'
採
り
あ
げ
ら
れ
て
き
て
い
る
。

ス
ケ
ッ
チ
・
紀
行
文
教
材
は
、
旧
制
中
等
学
校
時
代
へ
ほ
と
ん
ど
低
学
年
向

き
の
教
材
と
し
て
採
ら
れ
て
い
た
だ
け
に
、
戦
後
の
頻
度
数
は
少
な
い
.
し
か

し
'
「
千
曲
川
の
ス
ケ
ッ
チ
」
の
『
落
葉
㌔
『
収
穫
㌔
『
小
春
の
丘
べ
』
な
ど
、

ま
た
へ
　
「
海
へ
」
の
『
故
国
に
帰
り
て
L
が
、
<
近
代
の
文
章
V
t
∧
対
象
認

識
と
伝
達
>
、
∧
文
章
の
書
き
方
∨
な
ど
の
里
刀
に
採
録
さ
れ
て
い
る
。
藤
村

の
文
章
修
行
が
'
近
代
文
体
の
成
立
と
展
開
の
両
か
ら
'
再
確
認
さ
れ
て
'
採

録
さ
れ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

感
想
・
評
論
文
教
材
は
'
大
正
1
3
年
の
「
教
授
要
目
」
の
改
正
に
伴
っ
て
'

大
正
の
末
か
ら
採
り
あ
げ
ら
れ
て
き
た
。

旧
制
中
等
学
校
時
代
'
す
で
に
'
ず
ば
抜
け
て
多
-
採
ら
れ
て
き
た
'
『
初

学
者
の
た
め
に
3
(
「
飯
倉
だ
よ
り
」
か
ら
一
が
'
戦
後
へ
∧
表
現
と
和
解
V
の

291



テ
ー
マ
で
の
単
元
に
採
ら
れ
て
い
る
。
自
己
の
体
験
を
通
じ
て
〝
文
章
の
道
〃

に
つ
い
て
語
り
か
け
る
点
'
豊
か
な
教
材
価
値
を
も
つ
作
品
と
考
え
ら
れ
る
。

ま
た
、
最
近
の
教
材
と
し
て
'
『
観
る
こ
と
と
吉
-
こ
と
し
(
「
浅
草
だ
よ
り
」

か
ら
)
が
'
∧
対
象
認
識
と
伝
達
∨
と
題
す
る
竪
冗
に
採
り
あ
げ
ら
れ
て
い
る
。

「
物
を
書
く
こ
と
は
、
よ
-
物
を
観
る
こ
と
だ
。
又
よ
-
物
を
記
憶
す
る
こ
と

だ
。
」
と
'
人
に
よ
-
勧
め
た
と
'
自
ら
記
し
て
い
る
藤
村
の
考
え
を
と
ら
え
て

教
材
化
さ
れ
た
も
の
と
考
与
ら
れ
る
。

こ
の
ほ
か
'
「
藤
村
詩
集
」
序
が
'
戦
後
、
∧
新
し
い
道
∨
'
∧
美
し
き
あ

け
ぼ
の
∨
'
∧
近
代
の
文
章
V
、
∧
近
代
文
学
の
成
立
∨
と
い
っ
た
里
冗
に
お

い
て
'
∧
時
代
と
表
現
V
の
立
場
か
ら
'
六
社
の
教
科
書
に
採
録
さ
れ
て
い
る

こ
と
も
注
目
に
価
す
る
。

立
話
教
材
は
'
そ
の
成
立
の
動
機
か
ら
み
て
も
教
材
性
を
も
っ
て
お
り
'
大

正
末
年
以
後
'
低
学
年
の
教
材
と
し
て
数
多
-
採
ら
れ
て
き
た
。
今
回
の
調
査

で
は
'
戦
後
の
検
定
本
を
高
等
学
校
教
材
に
限
定
し
た
た
め
'
採
録
例
が
上
っ

て
い
な
い
。

小
説
教
材
と
し
て
は
、
昭
和
2
年
以
後
に
'
「
緑
葉
集
」
、
「
微
風
」
、
「
嵐
」

な
ど
の
1
部
が
'
昭
和
9
年
以
後
へ
　
「
夜
明
け
前
」
の
t
部
が
エ
ピ
ソ
ー
ド
ふ

う
に
採
ら
れ
て
き
た
。

「
夜
明
け
前
」
が
'
長
編
小
説
と
し
て
'
本
格
的
に
採
り
あ
げ
ら
れ
る
よ
う

に
な
っ
た
の
は
'
昭
和
2
7
年
以
後
の
こ
と
で
あ
る
.
∧
長
編
小
説
V
、
∧
近
代

の
小
説
∨
'
∧
物
語
と
歴
史
∨
等
の
単
元
と
し
て
'
ま
た
へ
学
習
者
に
'
∧
生

き
る
き
び
し
さ
>
を
考
え
さ
せ
る
単
元
と
し
て
採
録
さ
れ
て
お
り
、
あ
ら
す
じ
'

解
説
、
本
文
を
組
み
合
わ
せ
る
な
ど
、
採
録
の
形
式
面
に
お
い
て
も
'
量
的
な

面
に
お
い
て
も
'
工
夫
の
あ
と
が
み
ら
れ
た
。
し
か
し
'
4
8
年
以
後
'
採
録
例

は
見
ら
れ
な
く
な
っ
て
い
る
。

五

私
は
'
藤
村
作
品
が
教
材
と
し
て
採
ら
れ
て
い
る
特
徴
を
、
詩
の
ロ
ー
マ
ン

性
と
'
藤
村
の
、
エ
ッ
セ
イ
ス
ト
と
し
て
の
面
に
あ
る
と
指
摘
し
た
。
(
『
旧
制

中
等
学
校
教
材
史
上
の
島
崎
藤
村
』
　
-
　
「
国
語
教
育
研
究
第
八
号
」
　
昭
3
8
・

」

i

'

-

'

.

"

-

'

.

'

'

・

'

蝣

蝣

'

-

.

-

'

-

,

 

'

s

'

'

-

,

.

'

'

:

戦
後
は
、
恋
愛
詩
の
　
「
初
恋
」
が
採
り
あ
げ
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
'
小
説

「
春
」
'
「
桜
の
実
の
熟
す
る
時
」
な
ど
が
'
∧
真
実
を
求
め
て
∨
'
∧
生
の
発

見
>
等
の
単
元
で
'
-
　
こ
れ
に
、
戦
前
か
ら
の
「
嵐
」
の
∧
出
発
∨
を
加
え

る
と
き
　
-
　
<
青
年
期
の
文
学
V
と
し
て
'
∧
生
の
文
学
V
と
し
て
採
り
あ
げ

ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
き
て
い
る
。

ま
た
、
そ
の
文
章
は
、
「
藤
村
詩
集
」
序
の
採
り
あ
げ
か
た
に
う
か
が
え
る

よ
う
に
'
そ
の
時
代
を
表
現
す
る
も
の
と
し
て
'
さ
ら
に
言
え
ば
'
近
代
文
体

の
成
立
の
視
点
か
ら
採
録
さ
れ
て
い
る
と
い
え
る
。

以
上
の
'
今
回
の
調
査
報
告
の
う
え
に
た
っ
て
'

①
　
教
材
と
し
て
の
観
点
か
ら
の
藤
村
作
品
の
分
析
と
'

㊥
　
藤
村
作
品
の
教
材
別
実
践
史
の
研
究

に
と
り
く
み
た
い
。

(
大
分
大
学
教
育
学
部
助
教
授
)
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